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１ . 国 学 の 目 的 と し て 、 そ れ を 明 ら か に し ア ピ ー ル す る 日 本 固 有 の 価 値 。 1

２ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 国 学 の 先 駆 者 『 万 葉 集 』 の 注 釈 書 を 著 す 。 2。

３ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 国 学 者 。 契 沖 に 傾 倒 し 、 伊 藤 仁 斎 に 古 義 学 を 学 ん で 3

古 語 を 研 究 。

４ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 国 学 者 。 荷 田 春 満 に 学 ん で 『 万 葉 集 』 を 研 究 。 4

５ . 賀 茂 真 淵 が 『 万 葉 集 』 研 究 を 通 し て 見 出 し た 「 高 く 直 き 心 」 を ア ピ ー ル し 5

た 、 男 性 的 で 大 ら か な 万 葉 調 の 歌 風 と 人 間 性 。

６ . 賀 茂 真 淵 が 批 判 し た 、 平 安 時 代 以 降 の 女 性 的 で 繊 細 な 歌 風 と 人 間 性 。 6

７ . 賀 茂 真 淵 が 批 判 し た 、 平 安 時 代 以 降 の 中 国 か ら の 儒 家 ・ 仏 教 思 想 の 影 響 を 7

受 け た 歌 風 と 人 間 性 。

８ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 国 学 の 大 成 者 。 8

９ . 本 居 宣 長 が 『 源 氏 物 語 』 研 究 を 通 し て 見 出 し た 美 し い も の へ の 感 動 や 他 者 9

の 心 情 へ の 共 感 を ア ピ ー ル し た 、 文 芸 の 本 質 。

10 . 賀 茂 真 淵 は 批 判 し た が 本 居 宣 長 が 重 視 し た 、 平 安 時 代 以 降 の 女 性 的 で 繊 細 10

な 歌 風 と 人 間 性 。

11 . B O O K 本 居 宣 長 に よ る 『 古 事 記 』 の 注 釈 書 。 11

1 2 . 本 居 宣 長 が 『 古 事 記 伝 』 の 中 で ア ピ ー ル し た 、 古 来 か ら 伝 わ る 日 本 固 有 の 12

価 値 （ 古 道 ） の 呼 び 名 。

1 3 . 本 居 宣 長 が 強 調 し た 日 本 固 有 の 精 神 と 、 そ れ に 対 置 さ れ る 儒 家 ・ 仏 教 思 想 13

に よ る 感 化 さ れ た 心 。

14 . B O O K 本 居 宣 長 の 著 し た 随 筆 集 。 14

1 5 . P E R S O N 江 戸 末 期 の 国 学 者 で 、 国 学 を 神 学 化 （ 文 芸 か ら 政 治 へ 。 15）

1 6 . 平 田 篤 胤 が 『 古 事 記 』 の 内 容 を 信 じ て 神 々 の 子 孫 で あ る 天 皇 に 服 従 す る 16、

こ と を 説 い て 完 成 さ せ た 神 道 。 明 治 維 新 や 昭 和 の 軍 国 主 義 に つ な が る 。

T. Q .「 真 淵 → 宣 長 → 篤 胤 の 国 学 の 変 遷 と は ？ 」

T. A .

『 万 葉 集 』 を 研 究 し た 賀 茂 真 淵 は 、 高 く 直 き 心 （ ま す ら を ぶ り ） を 古 道 と し て ア ピ ー ル し「 」

た 。 そ の 後 本 居 宣 長 は 『 源 氏 物 語 』 を 研 究 し 、 文 芸 の 自 律 性 を 主 張 し 、 清 潔 ・ 淡 白 な 大 和 心

が 良 い と し た 。 ま た 文 芸 的 な 国 学 を 説 い た 2人 に 対 し て 、 平 田 篤 胤 は 政 治 的 な 国 学 を 主 張 し

て 、 復 古 神 道 を 確 立 し た 。


